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●�

本
館
：
昼
食
ス
ペ
ー
ス
（
本
館
駐
輪
場

奥
入
口
）、
11
時
～
15
時
　

●�

国
府
分
館
：
第
４
会
議
室
、
11
時
～
15

時
（
土
日
の
み
）

２
０
２
０
夏
休
み《
お
は
な
し
》

を
聞
く
会�

～
昔
話
や
創
作
な
ど
～

▼�

と
き
　
８
月
14
日
（
金
）
①
10
時
～
10

時
30
分
　
②
14
時
～
14
時
30
分

▼�

と
こ
ろ
　
図
書
館
本
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象
　
小
学
生
以
上

▼
定
員
　
10
人
（
先
着
順
）

令
和
元
年
度
図
書
館
統
計
速
報

　
貸
出
数
は
15
万
８
，
１
１
８
点
で
、
予

約
・
リ
ク
エ
ス
ト
件
数
は
、
２
万
３
，

８
１
２
件
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
前
年
度
と

比
べ
や
や
減
少
し
ま
し
た
。

図
書
館
で
の
催
し
を
再
開
し
ま
す

　
８
月
か
ら「
お
は
な
し
と
紙
芝
居
」「
映

画
会
」
な
ど
、
各
種
催
し
を
再
開
し
ま
す
。

以
前
と
は
異
な
る
点
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
手
指
の
消
毒
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

〇�

可
能
な
限
り
、
マ
ス
ク
を
着
用
く
だ
さ

い
。

〇�

映
画
会
（
大
人
向
け
）
は
事
前
に
電
話

や
窓
口
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。（
定
員

30
人
）

学
習
室
・
昼
食
ス
ペ
ー
ス
が

ご
利
用
で
き
ま
す

　
図
書
館
で
は
、
行
事
や
団
体
利
用
時
を

除
い
て
、
会
議
室
等
を
学
習
室
・
昼
食
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
皆
さ
ん
に
開
放
し
て
い
ま

す
。

　
な
お
、８
月
１
日（
土
）か
ら
19
日（
水
）

ま
で
は
、
本
館
の
学
習
室
を
ご
利
用
で
き

ま
す
。

▼�

学
習
室
　
資
料
を
持
ち
込
ん
で
の
自
習

や
、
読
書
に
集
中
し
た
い
と
き
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
本
館
：
会
議
室
、
９
時
～
閉
館
10
分
前
　

●�

国
府
分
館
：
第
１
・
２
会
議
室
、
10
時

～
16
時
30
分
（
土
日
の
み
・
申
込
制
）

▼�

昼
食
ス
ペ
ー
ス
　
お
弁
当
や
軽
食
を
と

る
際
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
窓
口
で
の

申
出
が
必
要
で
す
。

「
広
報
お
お
い
そ
」
古
い
写
真

　
大
磯
町
の
広
報
は
、
今
か
ら
67
年
前
の

昭
和
28
年
５
月
に
第
１
号
（
旧
大
磯
町
広

報
）
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
郷
土
資
料
館

で
は
、
広
報
に
掲
載
す
る
た
め
に
撮
影
さ

れ
た
写
真
の
一
部
を
保
管
し
、
写
真
整
理

ク
ラ
ブ
で
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
写
真
の
一
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

�

　
昭
和
29
年
２
月
20
日
高
田
保
公
園
の
地

鎮
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
劇
作
家
の
高
田

保
は
、『
ブ
ラ
リ
ひ
ょ
う
た
ん
』
な
ど
の

随
筆
家
と
し
て
も
知
ら
れ
、
大
磯
町
に
在

住
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
27
年
に
没
し
た

後
、
町
民
有
志
に
よ
っ
て
顕
彰
公
園
の
開

園
が
計
画
さ
れ
、
現
在
の
高
田
保
公
園
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
写
真
は
、
昭
和
29
年
３
月
10
日
に

発
行
さ
れ
た
、
広
報
第
10
号
に
掲
載
さ
れ

た
も
の
で
す
。
そ
の
他
、
高
田
保
公
園
の

地
鎮
祭
を
撮
影
し
た
写
真
は
、
郷
土
資
料

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
収
蔵
資
料
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
も
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
資
料
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
郷
土
資
料
館
で
は
、
地
域
に
関
す
る
資

料
の
収
集
・
保
管
・
調
査
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。
自
粛
生
活
の
中
、
ご
自
宅
を
片

付
け
ら
れ
、
古
い
資
料
を
見
つ
け
た
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
お
気
付
き
の
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

郷
土
資
料
館
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
古
い
資
料
と
は
？

▼
古
文
書

・
和
紙
に
筆
で
書
か
れ
た
資
料

・
戦
前
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
書
類

・
大
磯
町
史
編
纂
時
に
整
理
さ
れ
た
も
の

　（
白
い
封
筒
な
ど
に
入
っ
て
い
ま
す
。）

▼
古
い
地
図
・
写
真

・
大
磯
な
ど
周
辺
地
域
に
関
係
す
る
も
の

※�

こ
こ
に
挙
げ
た
資
料
は
一
例
で
す
。

※�

大
磯
な
ど
周
辺
地
域
に
関
係
し
な
い
資

料
に
つ
い
て
も
、
詳
し
い
こ
と
を
う
か

が
っ
た
う
え
で
、
適
切
な
対
応
を
考
え

ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※�

保
管
方
法
の
ご
相
談
な
ど
も
対
応
し
ま

す
。

図　書　館　問・ 　☎（61）3002
　　　　　　休館日　８／３・6・11・17・24・31
郷土資料館　問・ 　☎（61）4700
　　　　　　休館日　８／１・３・11・17・24・31

▲古文書

▲高田保公園地鎮祭の様子

本館昼食
スペース入口

いそまる読書会

①８月７日（金）
　「父　吉田茂」　麻生和子／著
②８月28日（金）
　「GHQと戦った女　沢田美喜」

　青木富貴子／著

10時～正午　 200円
�10人（申込み順）　
本館２階小会議室
・ NPO法人大きなおうち

☎（61）3805　遠藤

日
と
曜
日
が
合
っ
て
い
な
い
部
分
マ
ゼ
ン
タ
に
し
て
あ
り
ま

す
。
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
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大
磯
町
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例

に
よ
り
、
午
後
　時
か
ら
午
前
６
時

ま
で
は
河
川
や
海
岸
な
ど
の
公
共
の

場
所
や
静
穏
を
害
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
場
所
で
、
爆
竹
や
ロ
ケ
ッ
ト
花
火

な
ど
の
爆
発
音
を
発
す
る
花
火
を
禁

止
し
て
い
ま
す
。

　
花
火
を
楽
し
ん
だ
後
は
、
必
ず
消

火
を
確
認
し
、
出
た
「
ご
み
」
は
必

ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。
近
隣
の
住

民
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ

う
、
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
遵
守
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
つ
い

て
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

10

　
県
が
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
た
、

大
磯
港
港
湾
管
理
事
務
所
の
改
修
工

事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
修
工
事
に
よ
っ
て
１
階

に
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
、
大
磯

港
周
辺
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
も
の
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
多
目
的
ト
イ
レ
も
設
置
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

問
産
業
観
光
課
　
☎（
61
）５
７
１
９

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
子
育
て
負
担
の
増
加
や

収
入
の
減
少
に
対
す
る
支
援
を
行
う

た
め
、
低
所
得
の
ひ
と
り
親
世
帯
へ

臨
時
特
別
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

【
基
本
給
付
】

▼
対
象
　
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
（
児
童
扶
養
手
当
法

に
定
め
る
「
養
育
者
」
の
方
も
対
象

に
な
り
ま
す
。）

①�

令
和
２
年
６
月
分
の
児
童
扶
養
手

当
が
支
給
さ
れ
る
方

②�

公
的
年
金
等
（
遺
族
年
金
、
障
が

い
年
金
、
老
齢
年
金
、
労
災
年
金
、

遺
族
補
償
な
ど
）
を
受
給
し
て
お

り
、
令
和
２
年
６
月
分
の
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
が
全
額
停
止
さ
れ

て
い
る
方
で
、
年
金
等
の
受
給
額

を
含
む
平
成
30
年
中
の
収
入
額
が

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

方
と
同
じ
水
準
と
な
っ
て
い
る
方

③�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変
す
る

な
ど
、
収
入
が
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
と
同
じ
水
準
に

な
っ
て
い
る
方

▼
給
付
額
　
１
世
帯
５
万
円
（
第
２

子
以
降
ひ
と
り
に
つ
き
３
万
円
加

算
）

【
対
象
者
・
主
な
要
件
】

・
令
和
元
年
12
月
１
日
以
前
に
創
業

し
て
い
る

・
町
内
に
事
業
所
が
あ
り
、
町
内
で

事
業
を
営
ん
で
い
る

・
事
業
を
継
続
す
る
意
思
が
あ
る

・
３
～
５
月
ま
で
の
月
の
１
か
月
の

売
上
高
が
、
前
年
同
月
と
比
較
し
て
、

最
も
売
上
減
少
率
の
大
き
い
月
に
お

い
て
20
％
以
上
減
少
し
て
い
る

・
３
～
５
月
の
売
上
の
合
計
が
前
年

同
月
と
比
較
し
て
20
万
円
以
上
減
少

し
て
い
る

・
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
２
条
第

１
項
ま
た
は
第
３
項
に
該
当
す
る

・
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

【
給
付
額
】

①�
20
％
以
上
50
％
未
満
の
売
上
減
少

率
の
場
合
…
20
万
円

②�
50
％
以
上
の
売
上
減
少
率
の
場
合
　

…
10
万
円

【
申
請
に
必
要
な
書
類
】

①
申
請
書
②
誓
約
書
③
請
求
書
④
３

～
５
月
及
び
前
年
同
月
の
売
上
が
確

認
で
き
る
書
類
⑤
直
近
の
確
定
申
告

書
の
写
し
⑥
町
内
で
事
業
を
営
ん
で

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

※
そ
の
他
、
資
料
等
の
追
加
提
出
を

依
頼
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
本
支
援
制
度
の
詳
細
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
産
業
観
光
課
　
☎（
61
）５
７
１
９

深
夜
の
花
火
は
禁
止
で
す
!!

大
磯
港
港
湾
管
理
事
務
所
の
改
修
工
事
が
完
了
し
ま
し
た

問
環
境
課
　
☎（
72
）４
４
３
８

【
追
加
給
付
】

▼
対
象
　
基
本
給
付
の
①
ま
た
は
②

に
該
当
す
る
方
の
う
ち
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け

て
家
計
が
急
変
し
、
収
入
が
減
少
し

た
方

▼
給
付
額
　
１
世
帯
５
万
円

▼
手
続
き

○�
基
本
給
付
の
①
に
該
当
す
る
方
は

申
請
が
不
要
で
す
。

　�

な
お
、
給
付
金
の
受
取
り
を
希
望

し
な
い
場
合
は
７
月
下
旬
ま
で
に

「
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付

金
（
基
本
給
付
）
受
給
拒
否
の
届

出
書
」
を
郵
送
ま
た
は
窓
口
へ
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

○�

追
加
給
付
に
該
当
す
る
方
（
基
本

給
付
①
の
方
で
追
加
給
付
に
も
該

当
す
る
方
）
は
申
請
が
必
要
で
す
。

○�

そ
れ
以
外
の
方
（
基
本
給
付
②
③
、

基
本
給
付
②
の
方
で
追
加
給
付
に

該
当
す
る
方
）
は
申
請
が
必
要
で

す
。

問
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
（
４
０
０
）
９
０
３

受
付
時
間
　
平
日
９
時
～
18
時
（
土
、

日
、
祝
日
を
除
く
）

　
子
育
て
支
援
課
　
☎
内
線
３
０
６

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
に
つ
い
て
町
内
の
小
規
模
事
業
者
等
を
対
象

に
事
業
継
続
の
支
援
を
目
的
と
し

た
給
付
金
の
交
付
を
行
い
ま
す


